
 
 
 
 
 
 

 

令和３年度 

 

 

教 育 委 員 会 定 例 会 

（８月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

令和３年８月５日(木) 
 

鹿屋市教育委員会 
 

 

 



 

 

会 議 日 程 

 

日 時   令和３年８月５日（木) 午後３時 

 

場 所   教育長室 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議 事 

    (１）議案第14号 人事異動（鹿屋市職員）について               （Ｐ２） 

(２) 議案第15号 人事異動（市費学校職員）について                      （Ｐ４） 

(３) 議案第16号 鹿屋市立学校給食センター条例施行規則の一部改正について   （Ｐ６） 

(４) 議案第17号 鹿屋市立学校給食センター運営要綱の一部改正について     （Ｐ９） 

(５) 議案第18号 鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則の一部改正について （Ｐ57） 

(６) 議案第19号 鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程の一部を改正する 

訓令について                         （Ｐ62） 

(７) 議案第20号 鹿屋市学校運営協議会設置規則の一部を改正する規則について  （Ｐ65） 

   (８) 議案第21号 令和４年度の中学校教科用図書（社会科歴史的分野）の採択について 

                                                                                 （Ｐ68） 

 

５ 報 告 

（１）令和４年３月市内中学校卒業予定者の進路希望状況について（別紙）         （Ｐ71） 

   (２) 鹿屋市文化財保護審議会の諮問内容について（指定文化財大園橋の指定解除） （Ｐ72） 

   (３) 「かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島」の中止に伴う内容変更について（Ｐ73） 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉 会 



 

 

議案第14号 

 

人事異動（鹿屋市職員）について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第23条の規

定に基づき、別紙のとおり教育長において臨時代理したので、同条第２項の規定により報告し承認を

求める。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和３年８月１日付けで職員の人事異動を教育長の臨時代理によって行ったので、報告し承認を 

求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議案第15号 

 

人事異動（市費学校職員）について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第23条の規

定に基づき、別紙のとおり教育長において臨時代理したので、同条第２項の規定により報告し承認を

求める。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙）  

 

 

（提案理由） 

令和３年８月１日付けで市費学校職員の人事異動を教育長の臨時代理によって行ったので、報告し 

承認を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議案第16号 

 

鹿屋市立学校給食センター条例施行規則の一部改正について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号）第10条の規

定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和３年９月から、鹿屋市立北部学校給食センターが供用開始されることに伴い、本案を提出す 

るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

鹿屋市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則 

 

鹿屋市立学校給食センター条例施行規則（平成22年鹿屋市教育委員会規則第５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第４条第１項ただし書中「南部学校給食センターの職員」を「鹿屋市立吾平学校給食センター（以

下「吾平学校給食センター」という。）以外の学校給食センターの職員」に、「南部学校給食センター

以外の学校給食センター（以下「その他の給食センター」という。）」を「吾平学校給食センター」に

改める。 

 

附 則 

この規則は、令和３年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

鹿屋市立学校給食センター条例施行規則の一部改正 新旧対照表 

 

改正後 改正前 

鹿屋市立学校給食センター条例施行規則 鹿屋市立学校給食センター条例施行規則 

平成22年５月17日教育委員会規則第５号 平成22年５月17日教育委員会規則第５号 

第４条 鹿屋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成18年鹿屋市条例 

 第40号）第４条の規定により、学校給食センターに勤務する職員の勤務時 

 間は午前８時30分から午後５時15分までとし、休憩時間は正午から午後１ 

 時までとする。ただし、早朝出勤を行う鹿屋市立吾平学校給食センター（以下「吾

平学校給食センター」という。）以外の学校給食センターの職員の勤務時間は午前

７時30分から午後４時15分までとし、早朝勤務を行う吾平学校給食センターの職員

の勤務時間は午前８時から午後４時45分までとする。 

第４条 鹿屋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成18年鹿屋市条例 

 第40号）第４条の規定により、学校給食センターに勤務する職員の勤務時 

 間は午前８時30分から午後５時15分までとし、休憩時間は正午から午後１ 

 時までとする。ただし、早朝出勤を行う南部学校給食センターの職員の勤 

 務時間は午前７時30分から午後４時15分までとし、早朝勤務を行う南部学 

 校給食センター以外の学校給食センター（以下「その他の給食センター」という。）

の職員の勤務時間は午前８時から午後４時45分までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、県費栄養教諭等の勤務時間等は、在籍する学 

 校の職員に準ずるものとする。 

 

２ 前項の規定にかかわらず、県費栄養教諭等の勤務時間等は、在籍する学校の職

員に準ずるものとする。 

 

 



 

 

議案第17号 

 

鹿屋市立学校給食センター運営要綱の一部改正について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号）第10条の規

定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和３年９月から、鹿屋市立北部学校給食センターが供用開始されることに伴い、本案を提出す 

るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

鹿屋市立学校給食センター運営要綱の一部を改正する要綱 

 

 鹿屋市立学校給食センター運営要綱（平成22年鹿屋市教育委員会告示第３号）の一部を次のように

改正する。 

 

第２条第１項中「鹿屋市立学校給食センター（以下「学校給食センター」という。）を「学校給食セ

ンター」に改める。 

第４条第２項中「鹿屋市立南部学校給食センター（以下「南部学校給食センター」という。）」を「鹿

屋市立吾平学校給食センター（以下「吾平学校給食センター」という。）以外の学校給食センター（以

下「その他の学校給食センター」という。）」に改め、同条第３項中「南部学校給食センター以外の学

校給食センター（以下「その他の学校給食センター」という。）」を「吾平学校給食センター」に改め

る。 

第５条第３項を削る。 

第８条中「（別記第３号様式）」を削る。 

第９条中「南部学校給食センター」を「学校給食センター」に改め、「(別記第４号様式)」を削る。 

第10条中「学校給食配送業務計画書（別記第５号様式）」を「学校給食配送業務計画」に改める。 

第11条第１項中「受配校の月別献立表を作成し、翌月分」を「翌月分の月別献立表」に改め、同条第

２項中「、アレルギー対応等」を削る。 

第12条第１項中「15日までに学校給食人員（変更）報告書（別記第６号様式）により」を「10日まで

に」に改め、同条第２項中「、病気等」を「病気等」に、「２日前」を「３日前」に改め、「、学校給

食人員異動報告書（別記第７号様式）により」を削る。 

第14条を次のように改める。 

（アレルギー対応） 

第14条 校長は、食物アレルギー等の対応については、教育委員会が別に定める「学校給食における

食物アレルギー等対応マニュアル」により行うものとする。 

２ 栄養教諭は、食物アレルギー対応の処方を行った児童生徒について食物アレルギー対応児童生徒

一覧表を作成し、学校給食調理員等に指示し、適切に調理するものとする。 

第15条中「、学校給食担当者報告書（別記第10号様式）により」を削る。 

第16条第１項中「別記第11号様式」を「別記第３号様式」に改め、同条第３項中「、学校給食用物資

納入業者登録書（別記第12号様式）により通知し」を削り、「別記第13号様式」を「別記第４号様式」

に改める。 

第17条第２項中「（別記第14号様式）」を削る。 

第23条の見出し及び同条第１項中「栄養教諭等」を「栄養教諭」に改め、同条第２項第１号中「別記

第15号様式」を「別記第５号様式」に改め、同項第２号中「別記第16号様式」を「別記第６号様式」

に改め、同項第３号中「別記第17号様式」を「別記第７号様式」に、「別記第18号様式」を「別記第

８号様式」に改め、同項第４号中「別記第18号の２様式」を「別記第９号様式」に改め、同条第３項

を削る。 

第24条第４項第１号中「（別記第19号様式）」及び「（別記第20号様式）」を削り、同項第２号中「の点



 

 

検及び記録は、学校給食施設の衛生害虫等駆除・点検記録表（別記第21号様式）により行う」を「を

点検し、所長に報告を行う」に改め、同条第５項第１号中「(別記第22号様式)」を削り、同項第２号

中「（別記第23号様式）」を削り、同項第３号中「(別記第24号様式)」を削り、同項第４号中「(別記

第25号様式)」を削る。 

第25条第１項中「南部学校給食センター」を「その他の学校給食センター」に改め、「（別記第26号

様式）」を削り、同条第２項中「その他の学校給食センターの栄養教諭等」を「吾平学校給食センタ

ーの栄養教諭」に改め、「（別記第27号様式）」を削る。 

第26条第２項中「別記第28号様式」を「別記第10号様式」に、「別記第29号様式」を「別記第11号様

式」に改める。 

第27条第２項中「給食当番健康観察簿（別記第30号様式）により」を「校長は」に改める。 

第29条第２項中「の日常の健康状態を給食調理員の健康状態確認票（別記第31号様式）及び給食調理

員の従事状況（別記第32号様式）により」を「及び学校給食センター職員の日常の健康状態を」に改

める。 

第30条第１項中「直ちに校長及び鹿屋市教育委員会学校教育課長（以下「課長」という。）に連絡」

を「教育委員会が別に定める「学校給食における緊急時対応マニュアル」により適切に処理」に改め、

同条第２項ただし書きを削り、同項第５号中「課長」を「鹿屋市教育委員会学校教育課長（以下「課

長」という。）」に改め、同条第３項から第６項までを削る。 

第32条中「事故報告書（別記第34条様式）により」を削る。 

第33条第３項中「別記第35号様式」を「別記第12号様式」に改める。 

第35条中「別記第36号様式」を「別記第13号様式」に改める。 

別記第１号の２様式を削る。 

別記第３号様式から別記第10号様式までを削り、別記第11号様式を別記第３号様式とする。 

別記第12号様式を削り、別記第13号様式を別記第４号様式とする。 

別記第14号様式を削り、別記第15号様式を別記第５号様式とし、別記第16号様式を別記第６号様式と

し、別記第17号様式を別記第７号様式とし、別記第18号様式を別記第８号様式とし、別記第18号の２

様式を別記第９号様式とする。 

別記第19号様式から別記第27号様式までを削り、別記第28号様式を別記第10号様式とし、別記第29号

様式を別記第11号様式とする。 

別記第30号様式から別記第34号様式までを削り、別記第35号様式を別記第12号様式とし、別記第36号

様式を別記第13号様式とする。 

 

附 則 

１ この要綱は、令和３年９月１日から施行する。 

２ この要綱の規定による鹿屋市立北部学校給食センターの運営に関わる手続その他必要な準備行

為は、前項の規定にかかわらず、この要綱の施行の日前においても行うことができる。 

３ 令和３年度に限り、鹿屋市立輝北学校給食センター及び鹿屋市立串良学校給食センターにおける

第33条第２項第１号に規定する出納監査の対象月及び監査月については、同号中「８月まで」とあ

るのは、「７月まで」と、「11月」とあるのは、「８月」とする。 

 



 

鹿屋市立学校給食センター運営要綱の一部を改正する告示新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○鹿屋市立学校給食センター運営要綱 ○鹿屋市立学校給食センター運営要綱 

平成22年５月７日教育委員会告示第３号 

 

平成22年５月７日教育委員会告示第３号 

 

（学校給食会計の独立） （学校給食会計の独立） 

第２条 学校給食センターの学校給食費会計は私会計とし、各学校給食センターに

学校給食センター会計（以下「給食会計」という。）を置くものとする。 

第２条 鹿屋市立学校給食センター（以下「学校給食センター」という。）の学校

給食費会計は私会計とし、各学校給食センターに学校給食センター会計（以下「給

食会計」という。）を置くものとする。 

２ 給食会計の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わるものと

し、出納は４月30日をもって閉鎖するものとする。 

 

２ 給食会計の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わるものと

し、出納は４月30日をもって閉鎖するものとする。 

 

（給食費） （給食費） 

第４条 所長は、学校給食を受配する小・中学校（以下「受配校」という。）の児

童生徒、教職員及び学校給食センターの職員の給食費について、学校給食センター

運営委員会（以下「運営委員会」という。）の承認を受けて決定する。ただし、年

度中途で急激な物価の変動があった場合は、運営委員会の承認を受けて変更するこ

とができる。 

第４条 所長は、学校給食を受配する小・中学校（以下「受配校」という。）の児

童生徒、教職員及び学校給食センターの職員の給食費について、学校給食センター

運営委員会（以下「運営委員会」という。）の承認を受けて決定する。ただし、年

度中途で急激な物価の変動があった場合は、運営委員会の承認を受けて変更するこ

とができる。 

２ 鹿屋市立吾平学校給食センター（以下「吾平学校給食センター」という。）以

外の学校給食センター（以下「その他の学校給食センター」という。）の１食当た

りの給食費は、会計年度における学校給食用物資に係る費用に事務費を加算し、学

校給食予定日数で除して得た額とする。この場合において、１円未満の端数を生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。 

２ 鹿屋市立南部学校給食センター（以下「南部学校給食センター」という。）の

１食当たりの給食費は、会計年度における学校給食用物資に係る費用に事務費を加

算し、学校給食予定日数で除して得た額とする。この場合において、１円未満の端

数を生じたときは、その端数を切り上げるものとする。 

３ 吾平学校給食センターの１月当たりの給食費は、会計年度における学校給食物

資の費用等を勘案し、所長が別に積算する。 

 

３ 南部学校給食センター以外の学校給食センター（以下「その他の学校給食セン

ター」という。）の１月当たりの給食費は、会計年度における学校給食物資の費用

等を勘案し、所長が別に積算する。 

 

（給食費の納入） （給食費の納入） 

第５条 所長は、学校給食費の徴収責任者に対し、原則として毎月10日までに前月

の給食調理数に前条第２項に規定する１食当たりの給食費を乗じた月分の給食費

又は前条第３項に規定する１月当たりの給食費を学校給食費納入通知書（別記第１

第５条 所長は、学校給食費の徴収責任者に対し、原則として毎月10日までに前月

の給食調理数に前条第２項に規定する１食当たりの給食費を乗じた月分の給食費

又は前条第３項に規定する１月当たりの給食費を学校給食費納入通知書（別記第１
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号様式）により請求するものとする。 号様式）により請求するものとする。 

２ 徴収責任者は、前項の納入通知書を受けたときは、原則として５日以内に次条

の口座に振り込むものとする。 

２ 徴収責任者は、前項の納入通知書を受けたときは、原則として５日以内に次条

の口座に振り込むものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿ 

 

３ その他の学校給食センターの徴収責任者は、前項の振込みを行ったときは、速

やかに学校給食費納入報告書（別記第１号の２様式）により所長に報告するものと

する。 

 

（年間献立計画の作成） （年間献立計画の作成） 

第８条 所長は、児童生徒の健全育成に必要な栄養量等の検討を踏まえて、次会計

年度の給食事業を企画立案して学校給食年間献立計画を作成し、運営委員会の承認

を受けて各学校に提示するものとする。 

 

第８条 所長は、児童生徒の健全育成に必要な栄養量等の検討を踏まえて、次会計

年度の給食事業を企画立案して学校給食年間献立計画（別記第３号様式）を作成し、

運営委員会の承認を受けて各学校に提示するものとする。 

 

（物資購入計画の作成） （物資購入計画の作成） 

第９条 学校給食センターの所長は、学校給食年間献立計画に基づいて購入すべき

学校給食用物資（以下「物資」という。）の品目及び数量並びに契約方法等を定め

た学校給食センター物資購入計画を作成し、運営委員会の承認を受けて決定するも

のとする。 

 

第９条 南部学校給食センターの所長は、学校給食年間献立計画に基づいて購入す

べき学校給食用物資（以下「物資」という。）の品目及び数量並びに契約方法等を

定めた学校給食センター物資購入計画（別記第４号様式）を作成し、運営委員会の

承認を受けて決定するものとする。 

 

（学校給食配送業務計画書の作成） （学校給食配送業務計画書の作成） 

第10条 所長は、適切に学校給食が配送されるよう受配校の学校校時等の確認を踏

まえ、次会計年度の学校給食配送業務計画を作成し、運営委員会の承認を受けて配

送時間を決定するものとする。 

 

第10条 所長は、適切に学校給食が配送されるよう受配校の学校校時等の確認を踏

まえ、次会計年度の学校給食配送業務計画書（別記第５号様式）を作成し、運営委

員会の承認を受けて配送時間を決定するものとする。 

 

（月別献立表） （月別献立表の配布） 

第11条 所長は、翌月分の月別献立表を月末までに受配校の長（以下「校長」とい

う。）を通じ、保護者に配布するものとする。 

第11条 所長は、受配校の月別献立表を作成し、翌月分を月末までに受配校の長（以

下「校長」という。）を通じ、保護者に配布するものとする。 

２ 月別献立表の作成に当たっては、学校行事について、あらかじめ学校給食担当

者の意見を聞き、必要な調整を行うものとする。 

 

２ 月別献立表の作成に当たっては、学校行事、アレルギー対応等について、あら

かじめ学校給食担当者の意見を聞き、必要な調整を行うものとする。 

 

（給食人員等の報告） （給食人員等の報告） 

第12条 校長は、月別献立表の作成に当たって、学校行事等による翌月各日の給食 第12条 校長は、月別献立表の作成に当たって、学校行事等による翌月各日の給食
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の個数、配送時間等の変更を毎月10日までに所長に報告し、調整するものとする。 の個数、配送時間等の変更を毎月15日までに学校給食人員（変更）報告書（別記第

６号様式）により所長に報告し、調整するものとする。 

２ 給食個数の確定後、児童生徒の転出又は病気等のやむを得ない事情により５日

以上長期欠席するため給食人員に変更を生じる場合は、原則として配食日の３日前

（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定す

る休日を除く。）までに所長に報告するものとする。 

２ 給食個数の確定後、児童生徒の転出又は、病気等のやむを得ない事情により５

日以上長期欠席するため給食人員に変更を生じる場合は、原則として配食日の２日

前（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定

する休日を除く。）までに、学校給食人員異動報告書（別記第７号様式）により所

長に報告するものとする。 

３ 牛乳の申込み及び本数の変更は、納入事業者と直接申込み等の手続を行い、納

品証明書の写しを所長に提出するものとする。 

 

３ 牛乳の申込み及び本数の変更は、納入事業者と直接申込み等の手続を行い、納

品証明書の写しを所長に提出するものとする。 

 

（アレルギー対応） （アレルギー対応の連絡） 

第14条 校長は、児童生徒の食物アレルギー等の対応については、教育委員会が別

に定める「学校給食における食物アレルギー等対応マニュアル」により行うものと

する。 

第14条 校長は、児童生徒のアレルギー等の対応のため調理上の配慮が必要なとき

は、保護者に毎年、前年度の３月までに食物アレルギー等対応食実施申請書（別記

第８号様式）を提出させ、所長と協議の上、対応を決定するものとする。 

２ 栄養教諭は、食物アレルギー対応の処方を行った児童生徒について食物アレル

ギー対応児童生徒一覧表を作成し、学校給食調理員等に指示し、適切に調理するも

のとする。 

 

２ 栄養教諭又は学校栄養職員（以下「栄養教諭等」という。）は、アレルギー対

応の処方を行った児童生徒について食物アレルギー等対応児童生徒一覧表（別記第

９号様式）を作成し、学校給食調理員等に指示し、適切に調理するものとする。 

 

（学校給食担当者の報告） （学校給食担当者の報告） 

第15条 校長は、学校給食担当者を決定又は変更したときは、遅滞なく所長に報告

しなければならない。 

 

第15条 校長は、学校給食担当者を決定又は変更したときは、学校給食担当者報告

書（別記第10号様式）により、遅滞なく所長に報告しなければならない。 

 

（登録業者の指定及び契約） （登録業者の指定及び契約） 

第16条 所長は、物資の納入を希望する者を公募し、学校給食用物資納入業者指定

願（別記第３号様式。以下「指定願」という。）の提出を求めるものとする。 

第16条 所長は、物資の納入を希望する者を公募し、学校給食用物資納入業者指定

願（別記第11号様式。以下「指定願」という。）の提出を求めるものとする。 

２ 前項により提出された指定願を運営委員会に諮り、学校給食用物資登録業者の

指定基準に基づき学校給食用物資納入登録業者（以下「登録業者」という。）を指

定するものとする。 

２ 前項により提出された指定願を運営委員会に諮り、学校給食用物資登録業者の

指定基準に基づき学校給食用物資納入登録業者（以下「登録業者」という。）を指

定するものとする。 

３ 登録業者に対しては、学校給食用物資納入契約書（別記第４号様式）により契

約を締結するものとする。 

 

３ 登録業者に対しては、学校給食用物資納入業者登録書（別記第12号様式）によ

り通知し、学校給食用物資納入契約書（別記第13号様式）により契約を締結するも

のとする。 
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（納入業者の決定） （納入業者の決定） 

第17条 学校給食用物資納入業者（以下「納入業者」という。）は、登録業者の入

札（見積）書による競争入札により決定するものとする。 

第17条 学校給食用物資納入業者（以下「納入業者」という。）は、登録業者の入

札（見積）書による競争入札により決定するものとする。 

２ 物資の発注は、学校給食用物資発注書により行う。 

 

２ 物資の発注は、学校給食用物資発注書（別記第14号様式）により行う。 

 

（栄養教諭の責務） （栄養教諭等の責務） 

第23条 栄養教諭は、良質で安全な食材を購入するよう常に配慮し、不必要な食品

添加物が添加された食品、内容表示、製造業者等が明らかでない食品等は使用して

はならない。 

第23条 栄養教諭等は、良質で安全な食材を購入するよう常に配慮し、不必要な食

品添加物が添加された食品、内容表示、製造業者等が明らかでない食品等は使用し

てはならない。 

２ 物資の購入及び調理における安全衛生管理等を適切に行うため、次に掲げる事

項について必要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

２ 物資の購入及び調理における安全衛生管理等を適切に行うため、次に掲げる事

項について必要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

(1) 食材の検収は、納入事業者立会いの下、規格、数量、鮮度、品質、容器、包装

等を的確に検収し、食材検収表（別記第５号様式）に記録する。 

(1) 食材の検収は、納入事業者立会いの下、規格、数量、鮮度、品質、容器、包装

等を的確に検収し、食材検収表（別記第15号様式）に記録する。 

(2) 食材は、温度、湿度、保管時間等を配慮して低温で清潔な場所に保管するもの

とし、１品につき50グラム程度をマイナス20度以下の専用冷凍庫で２週間保存し、

原材料の保存食記録簿（別記第６号様式）に記録する。 

(2) 食材は、温度、湿度、保管時間等を配慮して低温で清潔な場所に保管するもの

とし、１品につき50グラム程度をマイナス20度以下の専用冷凍庫で２週間保存し、

原材料の保存食記録簿（別記第16号様式）に記録する。 

(3) 給食の検食を行ったときは検食表（別記第７号様式）を、調理済食品の保存を

行ったときは調理済食品の保存食記録簿（別記第８号様式）を作成するものとする。 

(3) 給食の検食を行ったときは検食表（別記第17号様式）を、調理済食品の保存を

行ったときは調理済食品の保存食記録簿（別記第18号様式）を作成するものとする。 

(4) 給食に係る業務が終了したときは、給食日報（別記第９号様式）を作成するも

のとする。 

(4) 給食に係る業務が終了したときは、給食日報（別記第18号の２様式）を作成す

るものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

３ 清掃が完了したときは、所長と共に確認をするものとする。 

 

（給食調理員の責務） （給食調理員の責務） 

第24条 給食調理員は、栄養教諭等の計画指導により次に掲げる事項について遺漏

のないようにするものとする。 

第24条 給食調理員は、栄養教諭等の計画指導により次に掲げる事項について遺漏

のないようにするものとする。 

(1) 身体及び衣服を常に清潔に努め、調理及び配食に当たっては所定の衣服類を着

用すること。 

(1) 身体及び衣服を常に清潔に努め、調理及び配食に当たっては所定の衣服類を着

用すること。 

(2) 食材は、当日調理し、特に野菜等の付着物の除去については、入念に行うこと。 (2) 食材は、当日調理し、特に野菜等の付着物の除去については、入念に行うこと。 

(3) 機械器具を清潔にし、消毒を完全に行うこと。 (3) 機械器具を清潔にし、消毒を完全に行うこと。 

(4) 時間に遅れないよう敏速適切に調理すること。 (4) 時間に遅れないよう敏速適切に調理すること。 
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(5) 給食人員を確認の上、過不足のないよう留意すること。 (5) 給食人員を確認の上、過不足のないよう留意すること。 

(6) 配食は、受配校の人員に比例し、給食の量に不公平のないよう配慮すること。 (6) 配食は、受配校の人員に比例し、給食の量に不公平のないよう配慮すること。 

２ 学校給食施設及び設備の衛生管理を適切に行うため、定期的に消毒及び点検を

行い、調理室に直接関係のない者をみだりに立ち入らせず、常に清潔に保持するた

め履物を室外のものと区別するものとする。 

２ 学校給食施設及び設備の衛生管理を適切に行うため、定期的に消毒及び点検を

行い、調理室に直接関係のない者をみだりに立ち入らせず、常に清潔に保持するた

め履物を室外のものと区別するものとする。 

３ 調理機械器具類の管理及び保管に注意し、消毒及び点検を十分に行うものとす

る。 

３ 調理機械器具類の管理及び保管に注意し、消毒及び点検を十分に行うものとす

る。 

４ 施設の防そ及び防虫設備を常に有効な状態に保持し、次に掲げる事項について

必要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

４ 施設の防そ及び防虫設備を常に有効な状態に保持し、次に掲げる事項について

必要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

(1) 調理室並びに食品の保管室の温度及び湿度の管理は調理室及び食品の保管室温

度・湿度記録簿により、冷凍庫並びに冷蔵庫の温度及び湿度の管理は冷凍庫・冷蔵

庫の温度・湿度管理表により行う。 

(1) 調理室並びに食品の保管室の温度及び湿度の管理は調理室及び食品の保管室温

度・湿度記録簿（別記第19号様式）により、冷凍庫並びに冷蔵庫の温度及び湿度の

管理は冷凍庫・冷蔵庫の温度・湿度管理表（別記第20号様式）により行う。 

(2) ねずみ、衛生害虫等の発生状況を点検し所長に報告を行う。 (2) ねずみ、衛生害虫等の発生状況の点検及び記録は、学校給食施設の衛生害虫等

駆除・点検記録表（別記第21号様式）により行う。 

５ 調理過程における安全衛生管理を適切に行うため、次に掲げる事項について必

要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

５ 調理過程における安全衛生管理を適切に行うため、次に掲げる事項について必

要な点検を行い、記録を作成するものとする。 

(1) 加熱処理における中心温度の管理は、中心温度測定記録表により行う。 (1) 加熱処理における中心温度の管理は、中心温度測定記録表（別記第22号様式）

により行う。 

(2) 調理開始前から終了後までの残留塩素の管理及び水質検査は、使用水残留塩素

及び水質検査記録表により行う。 

(2) 調理開始前から終了後までの残留塩素の管理及び水質検査は、使用水残留塩素

及び水質検査記録表（別記第23号様式）により行う。 

(3) 和えもの、サラダ等における温度及び時間等の管理は、和えもの等温度記録表

により行う。 

(3) 和えもの、サラダ等における温度及び時間等の管理は、和えもの等温度記録表

（別記第24号様式）により行う。 

(4) 調理後の配食は、配食指示書及び記録簿に基づいて行い、配食における温度及

び時間並びに重量を記録するものとする。 

 

(4) 調理後の配食は、配食指示書及び記録簿（別記第25号様式）に基づいて行い、

配食における温度及び時間並びに重量を記録するものとする。 

 

（調理作業工程表等） （調理作業工程表等） 

第25条 その他の学校給食センターの調理責任者は、当日の給食調理を行うに当た

り、月別献立表に基づく調理作業工程表及び作業動線図を作成し、調理日の前々日

までに栄養教諭等と調整の上、所長に報告し、許可を得るものとする。 

第25条 南部学校給食センターの調理責任者は、当日の給食調理を行うに当たり、

月別献立表に基づく調理作業工程表（別記第26号様式）及び作業動線図を作成し、

調理日の前々日までに栄養教諭等と調整の上、所長に報告し、許可を得るものとす

る。 

２ 吾平学校給食センターの栄養教諭は、当日の給食調理を行うに当たり、月別献 ２ その他の学校給食センターの栄養教諭等は、当日の給食調理を行うに当たり、



 

改正後 改正前 

立表に基づく調理作業工程表及び作業動線図を作成し、所長に報告するものとす

る。 

 

月別献立表に基づく調理作業工程表（別記第27号様式）及び作業動線図を作成し、

所長に報告するものとする。 

 

（配送員の責務） （配送員の責務） 

第26条 配送員は、学校給食配送業務計画書に従い、食器、食缶等を確実に所定の

時間及び場所へ配送するとともに、給食終了後は、学校給食センターに回収するも

のとする。 

第26条 配送員は、学校給食配送業務計画書に従い、食器、食缶等を確実に所定の

時間及び場所へ配送するとともに、給食終了後は、学校給食センターに回収するも

のとする。 

２ 調理後２時間以内に給食できるよう配送車の適切な維持管理、配送中の事故防

止及び汚染防止に努めるとともに適切な温度管理を行うものとし、引渡、回収時間

等を学校給食配送車日誌（別記第10号様式）及び検収・検食・給食日誌（別記第11

号様式）に記録するものとする。 

２ 調理後２時間以内に給食できるよう配送車の適切な維持管理、配送中の事故防

止及び汚染防止に努めるとともに適切な温度管理を行うものとし、引渡、回収時間

等を学校給食配送車日誌（別記第28号様式）及び検収・検食・給食日誌（別記第29

号様式）に記録するものとする。 

３ 食器、食缶等の学校給食センターと学校間の受渡しについては、破損及び紛失

のないようにしなければならない。 

 

３ 食器、食缶等の学校給食センターと学校間の受渡しについては、破損及び紛失

のないようにしなければならない。 

 

（校長の責務） （校長の責務） 

第27条 校長は、あらかじめ責任者を定めて給食の検収を行うとともに、児童生徒

の摂食開始時間の30分前までに検食を行い、検収・検食・給食日誌に記録するもの

とする。 

第27条 校長は、あらかじめ責任者を定めて給食の検収を行うとともに、児童生徒

の摂食開始時間の30分前までに検食を行い、検収・検食・給食日誌に記録するもの

とする。 

２ 校長は、配食を行う児童生徒及び教職員の健康並びに衛生的な服装の状態を確

認し、清潔な手指で食器及び食品を扱うよう指導するものとする。 

 

２ 給食当番健康観察簿（別記第30号様式）により、配食を行う児童生徒及び教職

員の健康並びに衛生的な服装の状態を確認し、清潔な手指で食器及び食品を扱うよ

う指導するものとする。 

 

（衛生管理体制） （衛生管理体制） 

第29条 所長は、栄養教諭等のうちから衛生管理責任者を選任し、学校給食におけ

る安全衛生管理を適切に行わせるものとする。 

第29条 所長は、栄養教諭等のうちから衛生管理責任者を選任し、学校給食におけ

る安全衛生管理を適切に行わせるものとする。 

２ 衛生管理責任者は、給食調理員及び学校給食センター職員の日常の健康状態を

点検するとともに、感染症等の疑いがあるときは医療機関に受診させるほか、調理

作業への従事を禁止するなど適切に処理しなければならない。 

 

２ 衛生管理責任者は、給食調理員の日常の健康状態を給食調理員の健康状態確認

票（別記第31号様式）及び給食調理員の従事状況（別記第32号様式）により点検す

るとともに、感染症等の疑いがあるときは医療機関に受診させるほか、調理作業へ

の従事を禁止するなど適切に処理しなければならない。 

 

（緊急連絡の手続） （緊急連絡の手続） 



 

改正後 改正前 

第30条 所長は、調理配送過程において異物混入等の摂食により児童生徒に重大な

影響が生じると見込まれる事態が生じたとき、又は検食による配送不許可、配送中

の事故等により給食が予定時間に開始できないと見込まれるときは、教育委員会が

別に定める「学校給食における緊急時対応マニュアル」により、適切に処理するも

のとする。 

第30条 所長は、調理配送過程において異物混入等の摂食により児童生徒に重大な

影響が生じると見込まれる事態が生じたとき、又は検食による配送不許可、配送中

の事故等により給食が予定時間に開始できないと見込まれるときは、直ちに校長及

び鹿屋市教育委員会学校教育課長（以下「課長」という。）に連絡するものとする。 

２ 緊急連絡に当たっては次に掲げる事項を伝えなければならない。 ２ 緊急連絡に当たっては次に掲げる事項を伝えなければならない。ただし、第６

号及び第７号が不明の場合は、改めて連絡するものとする。 

(1) 発生した事態の具体的事実 (1) 発生した事態の具体的事実 

(2) 児童生徒に影響が生じると見込まれる事項 (2) 児童生徒に影響が生じると見込まれる事項 

(3) 緊急連絡を受けた者が行うべき措置 (3) 緊急連絡を受けた者が行うべき措置 

(4) 前号の行動について結果報告を求めるときは、その内容及び連絡方法 (4) 前号の行動について結果報告を求めるときは、その内容及び連絡方法 

(5) 鹿屋市教育委員会学校教育課長（以下「課長」という。）に支援を要請すると

きは、その内容 

(5) 課長に支援を要請するときは、その内容 

(6) 発生原因 (6) 発生原因 

(7) 発生原因を解消するために措置すべき事項 (7) 発生原因を解消するために措置すべき事項 

(8) 緊急連絡発信者 (8) 緊急連絡発信者 

(9) 連絡すべき緊急連絡受信者 (9) 連絡すべき緊急連絡受信者 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ３ 連絡の種類及び連絡の時期は、次に掲げるとおりとする。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿ 

(1) 初期連絡 前項第１号から第５号までの連絡事項が把握されたとき直ちに行う

もの 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(2) 追加連絡 前項第６号及び第７号の連絡事項が把握されたとき、又は初期連絡

の内容を変更すべき事項が把握されたとき直ちに行うもの 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (3) 最終連絡 対象事態が解消されたことが把握されたとき直ちに行うもの 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４ 緊急連絡は、原則として口頭又は電話により行う。ただし、15分以内に初期連

絡が完了しないと判断される場合は、ＦＡＸ又は電子メールの方法により連絡し、

受信の有無を電話にて確認するものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

５ 電話連絡に当たって複数の電話回線が利用できる場合は、１電話回線を空けて

おかなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

６ 最終連絡を行った後は、速やかに緊急連絡に関する報告書（別記第33号様式）

を課長に提出しなければならない。 

 



 

改正後 改正前 

（報告） （報告） 

第32条 感染症等のほか学校給食について事故等が発生したときは、発生原因の責

任者は、遅滞なく所長に報告し、所長は課長に報告するものとする。 

 

第32条 感染症等のほか学校給食について事故等が発生したときは、発生原因の責

任者は、遅滞なく事故報告書（別記第34号様式）により所長に報告し、所長は課長

に報告するものとする。 

 

（出納監査） （出納監査） 

第33条 監事は、毎年定期的に、給食費納入、物資購入、支払等について、現金出

納簿、伝票、預貯金通帳その他証拠書類により出納監査を行い、その結果を運営委

員会に報告しなければならない。 

第33条 監事は、毎年定期的に、給食費納入、物資購入、支払等について、現金出

納簿、伝票、預貯金通帳その他証拠書類により出納監査を行い、その結果を運営委

員会に報告しなければならない。 

２ 前項に規定する出納監査の対象となる月及び監査月は、次に掲げる月による。 ２ 前項に規定する出納監査の対象となる月及び監査月は、次に掲げる月による。 

(1) ４月から８月までの分 11月 (1) ４月から８月までの分 11月 

(2) ９月から12月までの分 ２月 (2) ９月から12月までの分 ２月 

(3) １月から３月までの分 ６月又は７月 (3) １月から３月までの分 ６月又は７月 

３ 監事は、出納監査の対象、実施期日、結果等を記載した学校給食費会計出納監

査（第 学期分）・決算監査結果報告書（別記第12号様式）を調製し、運営委員会

に提出するものとする。 

 

３ 監事は、出納監査の対象、実施期日、結果等を記載した学校給食費会計出納監

査（第 学期分）・決算監査結果報告書（別記第35号様式）を調製し、運営委員会

に提出するものとする。 

 

（決算） （決算） 

第35条 所長は、学校給食費会計決算書（別記第13号様式）に監査結果報告書を添

え運営委員会の承認を受け、あらかじめ定めた方法により児童生徒の保護者に公表

しなければならない。 

第35条 所長は、学校給食費会計決算書（別記第36号様式）に監査結果報告書を添

え運営委員会の承認を受け、あらかじめ定めた方法により児童生徒の保護者に公表

しなければならない。 

２ 前項の決算書には、給食人員、給食日数、給食費等に関する資料を添付するも

のとする。 

 

２ 前項の決算書には、給食人員、給食日数、給食費等に関する資料を添付するも

のとする。 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第１号の２様式（第５条関係） 

 

 

 

 

 



 

 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第３号様式（第８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第４号様式（第９条関係） 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第５号様式（第10条関係） 

 

 
 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第６号様式（第12条関係） 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第７号様式（第12条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第８号様式（第14条関係） 

 

 

 



 

改正後 改正前 

 

 
 

 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第９号様式（第14条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第10号様式（第15条関係） 

 

 
 

 

 



 

改正後 改正前 

第３号様式（第16条関係） 第11号様式（第16条関係） 

  
 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第12号様式（第16条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

第４号様式（第16条関係） 第13号様式（第16条関係） 

  

 

 



 

 

改正後 改正前 

 第14号様式（第17条関係） 

 

 

 



 

 

改正後 改正前 

第５号様式（第23条関係） 第15号様式（第23条関係） 

  

 

 



 

改正後 改正前 

第６号様式（第23条関係） 第16号様式（第23条関係） 

  

 

 



 

改正後 改正前 

第７号様式（第23条関係） 第17号様式（第23条関係） 

  
 

 



 

改正後 改正前 

第８号様式（第23条関係） 第18号様式（第23条関係） 

  
 

 



 

改正後 改正前 

第９号様式（第23条関係） 第18号の２様式（第23条関係） 

  
 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第19号様式（第24条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第20号様式（第24条関係） 

 

 
 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第21号様式（第24条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第22号様式（第24条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第23号様式（第24条関係） 

 

 
 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第24号様式（第24条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第25号様式（第24条関係） 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第26号様式（第25条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第27号様式（第25条関係） 

 

 
 

 



 

改正後 改正前 

第10号様式（第26条関係） 第28号様式（第26条関係） 

  
 

 



 

改正後 改正前 

第11号様式（第26条関係） 第29号様式（第26条関係） 

  
 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第30号様式（第27条関係） 

 

 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第31号様式（第29条関係） 

 

 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第32号様式（第29条関係） 

 

 

 



 

 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第33号様式（第30条関係） 

 

 
 



 

改正後 改正前 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第34号様式（第32条関係） 

 

 

 

 



 

改正後 改正前 

第12号様式（第33条関係） 第35号様式（第33条関係） 

  

 

 



 

改正後 改正前 

第13号様式（第35条関係） 第36号様式（第35条関係） 

  
 

 



 

議案第18号 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則の一部改正について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号）第10条の規

定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和３年９月から、鹿屋市立北部学校給食センターが供用開始されることに伴い、本案を提出す 

るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則の一部を改正する規則 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号）の一部を次

のように改正する。 

第45条第２項の表鹿屋市立輝北学校給食センターの項及び鹿屋市立串良学校給食センターの項を削 

る。 

第49条第２項の表中「鹿屋市立輝北学校給食センター」及び「鹿屋市立串良学校給食センター」を 

削る。 

 

附 則 

この規則は、令和３年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則の一部改正 新旧対照表 

 

改正後 改正前 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則 鹿屋市教育委員の行政組織等に関する規則 

平成18年１月１日教育委員会規則第２号 平成18年１月１日教育委員会規則第２号 

第45条 前条に規定する職員の職及びその職務は、第38条から第43条までに

定めるもののほか、次の表のとおりとする。 

職員の職 職務 

指導主事 指導主事は、上司の命を受け、学校における教育課 

程、学習指導その他学校教育に関する専門的事項の 

指導に関する事務に従事する。 

社会教育主事 社会教育主事は、上司の命を受け、社会教育を行う 

者に専門的技術的な助言を与える。 

主任主事 主任主事は、上司の命を受け、担当事務を処理する。 

文化財主任主事 文化財主任主事は、上司の命を受け、文化財の保存 

及び活用に関する事務を処理する。 

主事 主事は、上司の命を受け、事務に従事する。 

文化財主事 文化財主事は、上司の命を受け、文化財に関する事 

務に従事する。 

社会教育主事補 社会教育主事補は、上司の命を受け、社会教育の事 

務に従事する。 

主任技師 主任技師は、上司の命を受け、担当する技術を処理 

する。 

技師 技師は、上司の命を受け、技術に従事する。 

主事補 主事補は、上司の命を受け、事務に従事する。 

文化財主事補 文化財主事補は、上司の命を受け、文化財に関する 

事務に従事する。 

技師補 技師補は、上司の命を受け、技術に従事する。 

２ 前項に規定するもののほか、次の表の第１欄に掲げる教育機関に同表第

２欄に掲げる職を置くものとし、必要があると認めるときは、同表第３欄

に掲げる職及び別に規則で定める職を置くことができる（地方自治法第244

条の２第３項の規定による管理を行わせている場合を除く。）ものとする。

この場合において、同表第２欄又は第３欄に規定する職は、同表の第４欄

第45条 前条に規定する職員の職及びその職務は、第38条から第43条までに

定めるもののほか、次の表のとおりとする。 

職員の職 職務 

指導主事 指導主事は、上司の命を受け、学校における教育課 

程、学習指導その他学校教育に関する専門的事項の 

指導に関する事務に従事する。 

社会教育主事 社会教育主事は、上司の命を受け、社会教育を行う 

者に専門的技術的な助言を与える。 

主任主事 主任主事は、上司の命を受け、担当事務を処理する。 

文化財主任主事 文化財主任主事は、上司の命を受け、文化財の保存 

及び活用に関する事務を処理する。 

主事 主事は、上司の命を受け、事務に従事する。 

文化財主事 文化財主事は、上司の命を受け、文化財に関する事 

務に従事する。 

社会教育主事補 社会教育主事補は、上司の命を受け、社会教育の事 

務に従事する。 

主任技師 主任技師は、上司の命を受け、担当する技術を処理 

する。 

技師 技師は、上司の命を受け、技術に従事する。 

主事補 主事補は、上司の命を受け、事務に従事する。 

文化財主事補 文化財主事補は、上司の命を受け、文化財に関する 

事務に従事する。 

技師補 技師補は、上司の命を受け、技術に従事する。 

２ 前項に規定するもののほか、次の表の第１欄に掲げる教育機関に同表第

２欄に掲げる職を置くものとし、必要があると認めるときは、同表第３欄

に掲げる職及び別に規則で定める職を置くことができる（地方自治法第244

条の２第３項の規定による管理を行わせている場合を除く。）ものとする。

この場合において、同表第２欄又は第３欄に規定する職は、同表の第４欄



 

改正後 改正前 

に規定する職に相当するものとする。 

第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 

鹿屋市立鹿屋看護専門学校 副校長  主幹 

事務長  主幹 

教務主任  係長 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校 事務長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立図書館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市中央公民館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市文化財センター 所長  主幹 

 次長 主幹又は係長 

鹿屋市文化会館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市立南部学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立吾平学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立北部学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

    

   

    

   

 

３ 前２項に定めるもののほか、鹿屋市青少年育成センターに所長を置くも

のとし、必要と認めるときは、別に規則で定める職を置くことができるも

のとする。この場合において、所長は、主幹又は主査に相当するものとす

る。 

に規定する職に相当するものとする。 

第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 

鹿屋市立鹿屋看護専門学校 副校長  主幹 

事務長  主幹 

教務主任  係長 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校 事務長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立図書館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市中央公民館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市文化財センター 所長  主幹 

 次長 主幹又は係長 

鹿屋市文化会館 館長  主幹 

 館長補佐 主幹又は主査 

鹿屋市立南部学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立輝北学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立串良学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立吾平学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

鹿屋市立北部学校給食セン

ター 
所長  主幹 

 次長 主幹又は主査 

 

３ 前２項に定めるもののほか、鹿屋市青少年育成センターに所長を置くも

のとし、必要と認めるときは、別に規則で定める職を置くことができるも

のとする。この場合において、所長は、主幹又は主査に相当するものとす

る。 



 

改正後 改正前 

第49条 教育機関の内部組織、事務分掌及び職等については、当該教育機関

に関する法令及び条例並びに別に定める教育委員会規則等の定めるところ

による。 

２ 教育機関の所管は、次のとおりとする。 

左欄 右欄 

鹿屋市立小・中学校 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校 

鹿屋市立鹿屋看護専門学校 

鹿屋市立南部学校給食センター 

 

 

鹿屋市立吾平学校給食センター 

鹿屋市立北部学校給食センター 

学校教育課 

鹿屋市中央公民館 

鹿屋市花岡地区公民館 

鹿屋市高須地区学習センター 

鹿屋市大姶良地区学習センター 

鹿屋市田崎地区学習センター 

鹿屋市西原地区学習センター 

鹿屋市東地区学習センター 

鹿屋市高隈地区交流促進センター 

鹿屋市輝北コミュニティセンター 

鹿屋市串良公民館 

鹿屋市串良公民館細山田分館 

鹿屋市串良公民館上小原分館 

鹿屋市コミュニティセンター吾平振興会館 

鹿屋市立図書館 

鹿屋市文化会館 

鹿屋市文化財センター 

鹿屋市輝北歴史民俗資料館 

生涯学習課 

 

第49条 教育機関の内部組織、事務分掌及び職等については、当該教育機関

に関する法令及び条例並びに別に定める教育委員会規則等の定めるところ

による。 

２ 教育機関の所管は、次のとおりとする。 

左欄 右欄 

鹿屋市立小・中学校 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校 

鹿屋市立鹿屋看護専門学校 

鹿屋市立南部学校給食センター 

鹿屋市立輝北学校給食センター 

鹿屋市立串良学校給食センター 

鹿屋市立吾平学校給食センター 

鹿屋市立北部学校給食センター 

学校教育課 

鹿屋市中央公民館 

鹿屋市花岡地区公民館 

鹿屋市高須地区学習センター 

鹿屋市大姶良地区学習センター 

鹿屋市田崎地区学習センター 

鹿屋市西原地区学習センター 

鹿屋市東地区学習センター 

鹿屋市高隈地区交流促進センター 

鹿屋市輝北コミュニティセンター 

鹿屋市串良公民館 

鹿屋市串良公民館細山田分館 

鹿屋市串良公民館上小原分館 

鹿屋市コミュニティセンター吾平振興会館 

鹿屋市立図書館 

鹿屋市文化会館 

鹿屋市文化財センター 

鹿屋市輝北歴史民俗資料館 

生涯学習課 

 

 

 



 

議案第19号 

 

鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程の一部を改正する訓令について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号）第10

条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和３年９月から、鹿屋市立北部学校給食センターが供用開始されることに伴い、本案を 

提出するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程の一部を改正する訓令 

 

鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程（平成18年鹿屋市教育委員会教育長

訓令第１号）の一部を次のように改正する。 

 

第２条第３号中「、輝北学校給食センター所長、串良学校給食センター所長」を削る。 

 

附 則 

この訓令は、令和３年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程の一部を改正する訓令 新旧対照表 

 

改正後 改正前 

鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程 鹿屋市教育委員会教育長の権限に属する事務の決裁規程 

平成18年１月１日教育委員会教育長訓令第１号 平成18年１月１日教育委員会教育長訓令第１号 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 

(１) 事務局 組織規則第25条に規定する課をいう。 

(２) 教育機関 組織規則第49条に規定する教育機関をいう。 

(３) 課長等 事務局の課長、参事、看護専門学校事務長、女子高等学校

事務長、図書館長、中央公民館長、文化会館長、文化財センター所長、

南部学校給食センター所長、吾平学校給食センター所長及び北部学校給

食センターをいう（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３

項の規定による管理（以下「指定管理者による管理」という。）を行わ

せている場合を除く。）。 

 

(４) 所属長 鹿屋市花岡地区公民館長、鹿屋市高隈地区交流促進センタ

ー館長、鹿屋市学習等供用施設館長、輝北コミュニティセンター館長、

串良公民館長及びコミュニティセンター吾平振興会館長をいう（指定管

理者による管理を行わせている場合を除く。）。 

(５) 職員 事務局の職員及び学校以外の教育機関の職員をいう。 

(６) 決裁 教育長又は専決権限を有する者（以下「決裁責任者」という。）

がその権限に属する事務に関し、最終的に意思決定を行うことをいう。 

(７) 専決 あらかじめ認められた範囲内で、この規程に定める者が常時

教育長に代わって決裁することをいう。 

(８) 代決 決裁責任者が不在のときは、あらかじめ認められた範囲内で、

決裁責任者が決裁すべき事務を、他の者が一時当該決裁責任者に代って

決裁することをいう。 

(９) 不在 決裁責任者が、出張、病気その他の理由により決裁すること

ができない状態をいう。 

(10) 合議 文書の取扱いにおいて、事案を関係のある課長等に回覧し、

協議することをいう。 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当

該各号に定めるところによる。 

(１) 事務局 組織規則第25条に規定する課をいう。 

(２) 教育機関 組織規則第49条に規定する教育機関をいう。 

(３) 課長等 事務局の課長、参事、看護専門学校事務長、女子高等学校

事務長、図書館長、中央公民館長、文化会館長、文化財センター所長、

南部学校給食センター所長、輝北学校給食センター所長、串良学校給食

センター所長、吾平学校給食センター所長及び北部学校給食センターを

いう（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定によ

る管理（以下「指定管理者による管理」という。）を行わせている場合

を除く。）。 

(４) 所属長 鹿屋市花岡地区公民館長、鹿屋市高隈地区交流促進センタ

ー館長、鹿屋市学習等供用施設館長、輝北コミュニティセンター館長、

串良公民館長及びコミュニティセンター吾平振興会館長をいう（指定管

理者による管理を行わせている場合を除く。）。 

(５) 職員 事務局の職員及び学校以外の教育機関の職員をいう。 

(６) 決裁 教育長又は専決権限を有する者（以下「決裁責任者」という。）

がその権限に属する事務に関し、最終的に意思決定を行うことをいう。 

(７) 専決 あらかじめ認められた範囲内で、この規程に定める者が常時

教育長に代わって決裁することをいう。 

(８) 代決 決裁責任者が不在のときは、あらかじめ認められた範囲内で、

決裁責任者が決裁すべき事務を、他の者が一時当該決裁責任者に代って

決裁することをいう。 

(９) 不在 決裁責任者が、出張、病気その他の理由により決裁すること

ができない状態をいう。 

(10) 合議 文書の取扱いにおいて、事案を関係のある課長等に回覧し、

協議することをいう。  

 



 

議案第20号 

 

鹿屋市学校運営協議会設置規則の一部を改正する規則について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第23条

の規定に基づき、別紙のとおり教育長において臨時代理したので、同条第２項の規定により報

告し承認を求める。 

 

令和３年８月５日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

国の法改正に伴い、本案を提出するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市学校運営協議会設置規則の一部を改正する規則 

 

鹿屋市学校運営協議会設置規則（平成 26年鹿屋市教育委員会規則第１号）の一部を次のよう

に改正する。 

第１条中「第 47条の６」を「第 47条の５」に改める。 

 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鹿屋市学校運営協議会設置規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○鹿屋市学校運営協議会設置規則 ○鹿屋市学校運営協議会設置規則 

平成26年３月５日教育委員会規則第１号 

 

平成26年３月５日教育委員会規則第１号 

 

（目的） （目的） 

第１条 この規則は、鹿屋市立学校管理規則（平成 18 年鹿屋市教育委員会規則第

７条）第47条第２項及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年

法律第 162 号）第 47 条の５の規定に基づき、鹿屋市学校運営協議会（以下「協

議会」という。）を設置することについて、必要な事項を定める。 

 

第１条 この規則は、鹿屋市立学校管理規則（平成 18 年鹿屋市教育委員会規則第

７条）第47条第２項及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年

法律第 162 号）第 47 条の６の規定に基づき、鹿屋市学校運営協議会（以下「協

議会」という。）を設置することについて、必要な事項を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議案第21号 

 

令和４年度の中学校教科用図書（社会科歴史的分野）の採択について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則（平成18年度鹿屋市教育委員会規則第２号）第10条の

規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和３年８月５日提出 

鹿屋市教育委員会 

教育長 中野 健作 

 

 （別   紙） 

 

（提案理由） 

令和３年度中学校教科用図書（社会科歴史的分野）について、自由社の「新しい歴史教科書」が再

申請により、文部科学大臣の検定を経て、新たに発行されることになったことから、無償措置法施行

規則第６条第３号により、採択替えを行うことも可能となっている。 

このことから令和４年度の中学校社会科歴史的分野の採択について協議したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 報告 （１）令和４年３月市内中学校卒業予定者の進路希望状況について 

 

 

 

 

 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(２) 鹿屋市文化財保護審議会の諮問内容について（指定文化財大園橋の指定解除） 

 

 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

かのやっ子 わくわくアドベンチャー 花瀬キャンプ 

 

(３) 「かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島」の中止に伴う内容変更について 

 

 

 

 

１ 趣 旨  鹿屋市内の小・中学生が、１泊２日の宿泊研修をとおして交流を深めるとともに、錦江町の自然

の中で、様々な体験により自己を磨き豊かで強い心を養う。 

 

２ 主 催  かのやっ子わくわくアドベンチャー実行委員会 

 

３ 共 催  鹿屋市子ども会育成連絡協議会 

 

４ 後   援  鹿屋市教育委員会 

 

５ 期 日  令和３年８月24日（火）～８月25日（水）１泊２日 

                ※悪天候の場合は中止となりますのでご了承ください。 

 

６ 参加対象  令和３年７月21日（水）～７月24日（土）３泊４日の『かのやっ子 わくわくアドベンチャーin

屋久島』に参加予定だった小学５年生～６年生までの児童（子ども会安全会に加入していることが

条件） 

 

７ 定 員  20人 

 

８ 研修場所  肝属郡錦江町 花瀬バンガロー村 他 

 

９ 参 加 費  3,000円 

※かのやっ子わくわくアドベンチャーイン屋久島で集金した15,000円から差引き徴収  

 

10 申込要領   

  (1)申込期限  令和３年７月30日（金） 

  (2)申 込 先   鹿屋市子ども会育成連絡協議会事務局（鹿屋市教育委員会生涯学習課内） 

         〒893-8501 鹿屋市共栄町20番１号 TEL:0994-31-1138 

(3)申込方法  電話で出欠の連絡をお願いします。 

 

11 ボランティアについて   

鹿屋っ子JLC（屋久島アドベンチャー事業参加予定者・参加費：3,000円） 

        

12 日程及び活動内容（予定）※ 天候の都合で計画を変更することがあります。 

８/24 活 動 名 備     考 ８/25 活 動 名 備     考 

9:00 集合 鹿屋市役所南側駐車場集合 6:00 起床・洗面   

9:30 出発式・鹿屋市役所発 
集合完了次第出発式、 

出発式終わり次第出発 
7:00 朝食   

11:00 奥花瀬マス釣場着 川でマス釣り、自然観察 8:00 花瀬バンガロー村発   

12:00 昼食  8:30 
照葉樹の森ビジターセ

ンター着 
※キーホルダー作成 

14:00 奥花瀬マス釣場発 徒歩でプールへ 10:00 
照葉樹の森ビジターセ

ンター発 
  

15:00 花瀬バンガロー村着  10:30 ぶどう狩り しばたて観光農園 

 川遊び活動  11:30 昼食  

17:30 夕食準備～夕食 バーベキュー 14:30 鹿屋市役所着  

19:00 花火  15:00 鹿屋市役所着（予定）  

20:00 入浴～就寝準備 一日の振り返り    

22:00 就寝      

 

鹿屋市子ども会リーダー育成事業 

 

開催要項 


